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蒲え1まチ＝分か！
　自然はときに怒り狂う。覚えていますか震度6。幸い

津波はこなかったけれど．記憶に新しい日向灘地震。

　宮崎県は台風銀座。集中豪雨は大地を壊し、尊い命を

奪い取る。風は竜巻に変身し、大事な財産傷つける。

　覚えていますかあの日の恐怖。「災害は忘れたころに

やってくる」　　どこかでだれかがつくった言葉。私た

ちは忘れていないか。

　日本列島災害シーズン。必ずどこかで災害が起きる。

「備えはいいか十分か」　　きょうからみんなの合言葉。

〈大規模な災害に備えて行われた県総合防災訓練／5月22日・
白浜港〉
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新庁舎の本館。山山の車庫に

はポンプ車3台、化学圏1台、

エ作車壌台、救急車2台がい

つでも出勤できるよう待期し

ています

場階…車庫、指令室、救急隊

　　仮眠室、警防縁仮眠室

　　など

2階…消防長室、消防本部事

　　務室、消防暑事務窒、

　　小会議室、書庫、印尉

　　室、休憩窒など

6
蓉
の
生
命
と
財
産
を
守
る

　　
@　

V
消
防
庁
舎
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
し
た
広
域
消
防
体
制

3躇…体育館を蒙ねた大会議

　　室、小会議室、機械室

　　　など

　
　
市
が
、
日
知
屋
・
亀
崎
に
建
設
を
進
め
て
き
た
消
防
庁
舎
が

　
完
成
、
す
で
に
六
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　
新
庁
舎
の
完
成
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
出
動
が
で
き
る
よ
う

　
に
な
っ
た
ほ
か
、
装
備
や
訓
練
施
設
な
ど
も
整
い
、
　
一
市
二
町

　
の
広
域
消
防
体
制
が
さ
ら
に
充
実
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

　
最
新
鋭
の
装
備
で
　
　
　
　
ン
一
2
、
い
，
。
早
一
行
、
っ
こ
レ
．
な
、

　
さ
ら
に
能
力
ア
ッ
プ
　
　
　
を
ま
す
。
ま
た
一
本
館
屋
し
に
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
力
計
な
ど
か
ら
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
け
た
雨
量
、

　
新
庁
舎
は
、
八
千
百
平
方
ゴ
の
敷
　
　
　
ら
れ
て
く
る
気
象
情
報
を
正
確
に
キ

地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
（
二
千
四
↑
八
平
方
．
・
）
の

本
館
と
、
五
階
建
て
の
訓
練
塔
（
．
．

百
十
五
平
方
ゴ
）
、
別
館
↑
へ
十
四

平
方
だ
）
で
、
広
い
訓
練
場
（
三
千

三
百
平
方
だ
）
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
用
地
費
を
含
め
て

団
坐
五
千
七
百
五
十
］
万
円
、

　
ま
た
、
装
備
の
充
実
を
は
か
る
た

め
に
、
最
新
鋭
の
機
械
も
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　
中
で
も
、
本
館
一
階
の
指
令
室
に

設
け
ら
れ
た
「
救
急
指
令
装
置
」
は

消
防
業
務
の
中
枢
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
内
蔵
。
業
務
に
欠
か
せ
な
い

無
線
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
斉
指
令
、

救
急
病
院
の
呼
び
出
し
な
ど
を
ボ
タ

葡
、
ッ
チ
し
て
、
十
分
お
き
に
プ
リ
タ

ー
で
打
ち
出
す
機
能
な
ど
も
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
，

　
さ
ら
に
、
無
線
設
備
も
大
幅
に
改

修
さ
れ
ま
し
た
．
、
米
の
山
山
頂
に
あ

っ
た
中
継
局
を
門
川
町
遠
見
山
に
移

し
た
こ
と
で
、
管
内
の
不
感
地
帯
が

こ
れ
ま
で
の
半
分
以
下
に
激
減
し
、

広
域
消
防
体
制
が
著
し
く
強
化
し
ま

し
た
、

コンピューターを内蔵した「救急指令装置」は消防業務の中
枢。無線システムのコントロール、救急病院のワンタッチ呼
び出しなど、数々の機能を備えています（本館1階・指令室）

　
こ
の
ほ
か
の
お
も
な
装
備
は
、
市
　
　
シ
ス
テ
ム
」
。
停
電
後
、
十
時
間
の
電

役
所
と
細
島
支
所
に
あ
る
サ
イ
レ
ン
　
　
カ
を
供
給
す
る
「
自
家
発
電
装
置
」

を
自
動
で
鳴
ら
す
「
サ
イ
レ
ン
制
御
　
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
、

　
　
1
0
号
線
沿
い
の
庁
舎
か
ら
は
、
肖
防

　
　
車
・
救
急
車
の
出
動
も
ス
ム
ー

　
新
庁
全
口
の
建
設
は

　
↑
）
五
十
七
年
四
月
か
ら
一
市
二
町

（
日
向
市
、
門
川
・
東
郷
町
）
の
広

域
消
防
体
制
に
移
行
し
た
こ
と
で
署

員
や
消
防
車
が
増
え
、
業
務
も
一
挙

に
拡
大
、
旧
庁
舎
で
は
手
狭
に
な
っ

た
こ
と
。

　
⑤
）
市
街
地
に
あ
る
現
庁
舎
か
ら

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
出
動
が
で
き
に
く

い
な
ど
交
通
事
情
の
悪
化
が
目
立
’
．

て
い
た
こ
と
．
、

　
　
　
　
　
　
　
ぬ
マ

　
　
　
　
　
　
　
ズ
…

　
③
訓
練
設
備
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
，

　
　
な
ど
の
事
情
か
ら
、
日
知
屋
・

亀
崎
（
越
シ
）
の
国
道
1
0
画
線
沿
い

に
移
転
が
決
ま
り
、
六
十
年
十
月
に

着
工
、
先
月
三
十
一
日
に
完
成
し
ま

し
た
．
、

　
消
防
業
務
は
、
私
た
ち
の
財
産
と

生
命
を
守
る
大
事
．
な
仕
事
。
新
庁
舎

の
完
成
で
そ
の
体
制
が
よ
り
充
実
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
、

凶
鳳
、
・

感毒
薙麺薗置蓼

擁
義
、
乃

　
　
．
纏

盛
∴

霧
多
「
、

6月7日の落成式で披露された訓練の一部。出席者
のみなさんから温かい拍手が送られました

ゆ6U
婁

一3一広報

本
館
の
北
側
に
建
て
ら
れ
た
高
さ
約
1
8
メ
ー
ト
ル
の
訓
練
塔
（
5
階
建
て
）
。
旧
庁
舎
に
は
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
の

た
め
の
十
分
な
濾
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
は
ロ
ー
プ
登
は
ん
な
ど
、
人
命
救
助
に
必
要
な
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す

救
急
車
の
正
し
い
利
用
を

　
救
急
車
で
な
い
と
病
院
に
入
れ
な

い
　
　
と
考
え
違
い
を
し
て
い
る
か

た
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
救
急
車
は
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

緊
急
に
病
院
へ
運
ば
な
け
れ
ば
、
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
出
動
す
る
の
が
本
来
の
業

務
で
す
、

　
中
に
は
、
連
絡
を
受
け
て
現
場
へ

着
く
と
、
　
「
病
人
」
が
救
急
車
ま
で

歩
い
て
く
る
－
；
1
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
救
急
業
務
の

意
義
を
も
っ
と
よ
く
理
解
し
て
、
正

し
く
利
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

よ
う
。

落成式典を前に、本館玄関前で行われたテープカット

（鵠細理張壕驚薩諦嚢門lll町長・）

で、＾り

119番

緊
急
通
報
専
用
で
す
L

　
救
急
・
火
災
情
報
を
、
　
一
一
九
番

ダ
イ
ヤ
ル
で
問
い
合
わ
せ
る
か
た
が

増
え
て
い
ま
す
，

　
一
一
九
番
は
、
救
急
・
火
災
な
ど

の
緊
急
通
報
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
出

動
に
備
え
て
常
に
確
保
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
重
、
一
二
重

の
緊
急
通
報
も
決
し
て
珍
し
い
ケ
ー

ス
で
は
な
い
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
出
動
情
報
は
専
用
の
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
容
五
ニ
ー
八
○

八
○
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



　
／
ノ’
　
び
、
　
』

みんな知ってる？

　　　この重さ・…

’

馨臨議員選挙

灘ずた平ぎ乙ま乙よジ
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
参
議
院
議
員
遜
常
選
挙

は
、
老
れ
そ
れ
今
月
二
÷
晒
日
と
十
八
庭
に
告
示

さ
れ
、
七
月
六
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
最
高
裁
判
所
の
国
民
審
査
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
国
の
政
治
を
任
せ
る
人
を

選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
一
人
一
人
が
候

補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
自
分
の

信
じ
る
人
に
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

7月6日（日）

ξノ
　メ　ソド　　　 リアげ

麟《ノノ

　
　
投
票
で
き
る
人
は
…

　
　
　
　
　
　
◆
◆

　
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
か
た
と
、
新
た
に
日
向
市
民
に

な
’
．
た
か
た
の
う
ち
、
昭
和
六
十
一

年
三
月
二
十
日
ま
で
に
転
入
届
け
を

済
ま
せ
た
か
た
．

　
ま
た
、
こ
と
し
の
六
月
　
日
以
降

に
市
内
転
居
を
し
た
か
た
は
、
転
思
口

⊥
則
の
住
詳
町
営
の
投
直
示
　
町
で
区
画
示
し
て

い
た
だ
き
ま
す
．
．

　
年
齢
要
件
は
、
昭
和
四
卜
一
二
七

目
し
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
．

　
投
票
は
4
種
類

　
　
　
　
　
　
◆
◆

　
今
回
は
、
T
）
衆
議
院
議
員
選
挙

②
参
議
院
議
員
選
挙
　
〔
2
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
　
が
、
同

日
に
行
わ
れ
ま
す
．

　
う
ち
、
参
議
院
議
院
選
挙
は
、
宮

崎
県
選
挙
区
選
挙
（
旧
地
工
区
）
と

比
例
代
表
選
挙
（
旧
全
国
区
）
の
二

種
類
で
す
か
ら
、
全
部
で
四
種
類
の

投
票
を
し
イ
、
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
．
．

　
投
票
は
二
乗
議
院
議
員
　
2
最
高

投票所一覧表
裁
国
民
審
査
　
③
参
議
院
宮
崎
県
選

出
議
員
　
④
参
議
院
比
例
代
表

の
順
序
で
行
い
ま
す
が
、
衆
議
院
議

員
と
参
議
院
宮
崎
県
選
出
議
員
の
投

票
用
紙
に
は
、
自
分
が
投
票
し
よ
う

と
す
る
候
補
者
「
人
の
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
め
　
ち

　
最
高
裁
の
国
民
審
査
は
、
罷
免
し

た
い
（
や
め
さ
せ
た
方
が
い
い
）
裁

判
官
の
氏
名
の
上
欄
に
「
×
」
を
記

入
し
ま
す
．
、

　
ま
た
、
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
の

投
票
用
紙
に
は
、
自
分
が
投
票
し
た

い
「
政
党
名
」
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
今
月
中
旬
に

各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
．
、
投
票
日
に

は
］
人
ず
つ
切
り
取
っ
て
投
票
所
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
か
’
．
た

り
、
氏
名
な
ど
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

　
　
不
在
者
投
票
も

　
　
　
　
　
　
◆
◆

　
投
票
日
に
仕
事
や
病
気
な
ど
で
投

票
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に
、
不
在

者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
期
間
は
、
衆
議
院
議

員
選
挙
が
六
月
二
十
一
日
か
ら
、
参

議
院
議
員
選
挙
が
六
月
十
八
日
か

ら
、
ま
た
、
最
高
裁
の
国
民
審
査
が

六
月
　
．
十
八
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
七
月

五
日
ま
で
で
す
、

　
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
、
場
所
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
庁
舎
南
別
館
）

で
す
．
、
な
お
、
入
場
券
と
印
鑑
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
、

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
体
に
障
害
が
あ
る
か
た
は
、
障
害

の
程
度
に
応
じ
て
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

同
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
．
．　
開
票
は
翌
7
日

　
　
　
　
　
　
◆
◆

　
投
票
日
は
七
月
六
日
（
日
）
で
、

時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
す
。
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る

投
票
所
（
左
表
）
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
，

　
開
票
は
、
翌
日
七
日
の
午
前
八
時

二
十
分
か
ら
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
駐
車
場
が
混
雑
し
ま

す
の
で
、
傍
聴
さ
れ
る
か
た
は
、
な

る
べ
く
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
控
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．
．

投　　票　　所　　　　　行　　　政　　　区　　　域

／鎗真塗ξミ・ミ・ミ・逢ミ乗聾萱霧聾
2璋ミニ鍵蘂ミ融ミ葺ミ
〔　　　　　　　　、　　　　　　一　　　　　～　　　　　一　　　　　＿

v・一二陥蓬莚ミ1三ミ柱ミニ重§・コ配一整ボ　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　一S署震二長薯彗展ぎタ＝葉こ勉＝ニ　　　　　　　一　　　　一『　　　　一一占「，　　　　馳＿　＿

『一　　　　　　　　　　　　　一

Z二三三兵ミ＝震＝襲．手一一ヨ薯薙愛兵
6十日二畏饅編告亜　1青三
7薙星一所署の上津・マ谷ラ勢　遷　宏三手宣一　　　　　　　　　　　　　一

W∈運公民三石　逼

9亀配護亀頒軽＝亀璽ξニミ
　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

笠zミ公長箋コニミ三鳶そ7丘

　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　一

ﾌ一アー。、＿　　．一　　　一　　一＿　　＝　　　　　一　＿　一　　；一　　一

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

@　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　一
Q三覗芝2二2二奮．天虹聾・≡叢」ミ菟ミ　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

49二畏ミニ肇杜亭＝で養　堅ラ≦＝ミ
　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Q⊃霧雲＿二護歪ゴ霊．2
　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　一
V私　　　母鍍テ・　峯　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　㌔　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

∠美シニ塁箋…き菱ジ　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

O三幸≡宣二蜂要棄…麩垂＝金二兵τ喜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一F瑳毛二戻蘂耗；天凝

二…塁嚢二二鎗震薪
：6録谷二隻塁蟹　基　　　　　　　　一

こ一舎舞二星鍔宇　叢

　　一�鉛�囀�ｯ舘妻ニミ悪露務
二踊＝選・コ三籠き＝叢・コ計　　　　　　　　一　　　　一

il喜紀二長鑓…：τ天亀羅　　　　　　　　　一　　　　ぼ　　冨

ノヨ2手」壽≡二も

問
い
合
わ
せ
先
．
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
智
内
線
六
四
二
・
六
四
三
）

国
＝

　
　
　
　
引
＝
竪
　
　
鷹
　
　
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
駆
り

税
率
が
決
言
置
梅

　
五
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
た
臨
時
市
議
会
で
、
日
向
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
「
部
を
改
正
す
る
条
例
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
六
十
一
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
は
、
六
十

年
度
に
比
べ
、
「
世
帯
当
た
り
平
均
で
二
二
・
六
八
％
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
増
え
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
療
養
給
付
費

　
今
回
の
改
正
は
、
地
方
税
法
な
ど

の
】
部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
改
正

さ
れ
た
新
し
い
税
率
、
計
算
例
は
別

表
1
の
と
お
り
で
す
。

　
改
正
の
お
も
な
理
由
は
、
①
国
の

補
助
金
の
引
き
下
げ
　
②
高
額
医
療

費
の
負
担
額
の
改
正
　
③
療
養
給
付

費
の
大
幅
な
伸
び
　
④
医
療
費
の
値

上
げ
一
な
ど
で
す
。

　
日
向
市
の
言
合
、
と
く
に
診
療
費

や
調
剤
を
含
め
た
療
養
給
付
費
（
病

一5一広報1ナΦ5血ド

〈表1＞61年度の保険税率と計算例

磯齪轍螺…鞠固定資産税が・三

所鼎’必ｱ雄臣1・税率・一舶5円

資酬……………鋤醐×1￥1・税率・一・，・46円

船囲’諱怦鼈黶E…枢滋纒跳一42脚円

平均静一一一…・一…。潔劃一・5，…円

　　　　　　　　　　　　　計　113，391円
1年岡に納めていただく保険税113，396円

　　　　　　　　　　　　　（廷0円未満切捨）

県内9市の1世帯当たり

保険税額の比較（61年度）

円
円
円
円
円
円
円
円
円

6
9
5
5
4
2
9
5
5

6
0
3
1
0
0
4
6
7

8
5
9
5
3
8
4
3
9

8
8
3
3
0
9
3
ア
5

3
／
1
1
1
0
0
9
9

1
　
り
　
り
　
1
　
1
　
1
　
4
一

市
而
市
市
市
市
市
市
市

都
腰
城
高
間
林
南
び
の

西
白
塗
白
日
串
小
日
え

均 110，626円平

院
に
か
か
っ
た
費
用
）
力

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

別
表
2
は
、
五
十
九
年
度

と
六
十
年
度
を
比
較
し
た

も
の
で
す
が
、
平
均
で
二

三
・
三
一
％
も
伸
び
て
い

ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
よ
う
な
国

保
財
政
の
健
全
化
を
は
か

る
た
め
、
県
内
市
町
村
三

会
を
は
じ
め
、
九
州
、
全

国
市
長
会
な
ど
の
関
係
機

関
を
通
じ
、
補
助
金
を
引

き
上
げ
る
よ
う
国
へ
強
く

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
方
で
は
、
病
気
の
予

防
を
重
視
す
る
う
え
か
ら
、

六
十
一
年
度
の
事
業
と
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
「
自
動
問
診
健
康
調
査
」
や
、

家
庭
を
訪
問
し
て
相
談
に
応
じ
る
「
特

別
保
健
指
導
」
な
ど
の
各
種
健
康
事

業
を
行
い
、
病
気
の
早
期
発
見
と
市

民
の
み
な
さ
ん
の
予
防
に
対
す
る
意

識
の
古
同
揚
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
　
医
療
費
を
節
約
し
よ
う

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
会

社
な
ど
の
各
種
健
康
保
険
に
加
入
で

き
な
い
人
々
が
、
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
、
経
済
的
な
負
担
が
少
し

で
も
軽
く
て
済
む
よ
う
お
金
を
出
し

合
い
、
ま
た
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

と
合
わ
せ
て
医
療
費
に
充
て
よ
う
と

い
う
相
互
扶
助
の
目
的
で
生
ま
れ
た

制
度
で
す
。

　
国
保
に
入
っ
て
い
る
と
、
病
気
や

け
が
を
し
て
も
病
院
へ
行
け
ば
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
三
割
（
退
職
者
医

療
制
度
の
該
当
者
は
二
割
）
を
負
担

す
る
だ
け
で
、
安
心
し
て
治
療
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
で
も
、
医
書
費
が
増
え
続
け
る
と

私
た
ち
が
出
し
合
う
お
金
（
保
険
税
）

も
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

〈表2＞療養給付費（病院にかかった費用）の比較

対象者数　区　分 かかった費用

一一一一一鼈黶D　　　　　　　59年

伸率　1人当たりの
　　　　　カLカ・っノこ費用

体

人　院

6億9．820万円

23．5％

59年　　30．630円

59年度

22，793ノ＼

（年間平均

60年　8億6．260万円 60年　　37．690円

．院外」9年6億3・590万円、．、％‘9年27・900円

60年　6億9，690万円 6⑪年　　30．450円

59年　2億　970万円

60年度　　歯　科

　　　　　　　　　60年
22．889／＼　一

3、61．4．30　　　　　59年

　現在｝　調　　　　　　　剤

59年　　　9．2∞円

2億4．496万円

16，8％一

60年　　10，700円

59年　5．90而『

59三夏

く6‘葦毒7．…29＝二

ら：三隻

　∠∠、臨ご六

1億3．449万円

60年　1億8．626万円

35．8％

60年　　　7，980こ

入　院

59年　5億4．419万円

59年度’

　2，302人

年間平均

一29．4％

60年　7億　440万円

59年　　236，400円

60年　　273，230円

　　　59年　2億8．620万円　　　　　59年　　124．350こ

入院外「 @　　　　　　　　　8，2易

60年　3億　967万円 60年　　120，120円

60年度

　2，578／＼

　　　59年

歯　科＿
　　　；60年

2．521万円

15．3％

59年　　10，950円

2．907万円 60年　　11．280円

59…夏

〆㌻幽、≡Σ・コ）

9’ξこ．7ε2万弓

　　　　　　　≒4∴アニ。畢
　　2、三＝2ノ＼

∈〇三貢

被
保
険
者
総
数
か
ら
老
人
を
除
く

2，578／＼　　　　　　　　bU牛

　
161・4・30．　　　　59年

　現在｝…調　剤．

　　　　　　　　　60年

と．gu7〃円

9、216万円

1億8．036万円

41．7％一

60年

60年　　11．280円　∈〇三貢

・9年・・．・3・酌…≧．．。，，、。吊

　　　　　　　　　　　ご、〇　二〆＼
69，960円

老
人
保
険
医
療
給
付
対
象
者

　
保
険
税
の
値
上
げ
は
で
き
る
だ
け

押
え
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
医
療
費
を
節
約
す

る
意
味
で
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
職
場

で
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
勧
ん
で
検
診
を
受
け
る
よ
う
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
　
必
ず
二
期
内
回
付
を

　
六
十
】
年
度
の
保
険
税
の
納
期

は
、
一
期
が
六
月
、
二
期
八
月
、
三

期
十
月
、
四
期
は
六
十
二
年
一
月
1

一
の
そ
れ
ぞ
れ
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
納
期
ま
で
に
必
ず
納
め
ま

し
よ
う
。

　
で
も
、
事
情
で
ど
う
し
て
も
各
納

期
ご
と
の
納
入
が
困
難
な
か
た
に
限

り
相
談
に
応
じ
ま
す
。
納
付
書
と
印

鑑
を
持
っ
て
市
保
険
年
金
課
へ
お
気

軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
市
は
、
便
利
で
お
得
な
納
税

方
法
と
し
て
、
口
座
振
替
や
紡
税
組

合
の
設
立
、
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

市
保
険
年
金
課
（
含
内
線
五
五
三
、

五
五
七
）
へ
ど
う
ぞ
。
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釣
り
ク
ラ
ブ
「
黒
潮
会
」
に
入
会

し
た
の
は
3
0
歳
の
時
で
し
た
。
そ
の

こ
ろ
は
も
っ
ぱ
ら
磯
釣
り
が
専
門

で
、
細
島
や
門
川
の
磯
を
ず
い
ぶ
ん

荒
ら
し
た
も
ん
で
す
．
、

　
舟
釣
り
に
切
り
か
え
た
の
は
1
0
年

ほ
ど
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
…
。
仕

事
で
長
時
間
、
留
守
で
き
な
く
な
り

ま
し
て
ね
。
免
許
も
取
り
、
3
．
ン
の

船
も
買
い
込
み
ま
し
た
。

　
3
、
4
時
間
の
時
間
が
で
き
る
と
、

い
つ
で
も
出
か
け
ま
す
。
1
人
で
行

く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
た
ま
に

は
子
ど
も
や
仲
間
と
一
緒
に
出
か
け

て
竿
を
出
し
ま
す
。

　
自
慢
の
魚
拓
（
真
鯛
）
は
、
昨
年

の
2
月
、
ビ
ロ
ー
島
（
門
川
）
沖
で

上
げ
た
も
の
で
す
。
コ
マ
セ
か
ご
を

つ
け
た
天
び
ん
じ
か
け
で
、
え
さ
は

沖
ア
ミ
。
午
後
2
時
ご
ろ
で
し
た
ね
。

　
舟
釣
り
で
真
鯛
を
ね
ら
う
と
、
大

物
が
か
か
る
前
に
は
、
必
ず
一
♂
か

ら
2
。
。
ク
ラ
ス
が
4
、
5
枚
釣
れ

る
…
。
こ
の
日
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
釣
っ
た
魚
の
中
で
は
、

磯
釣
り
で
陥
。
。
の
「
フ
エ
フ
キ
鯛
」
、

舟
釣
り
で
は
1
1
、
p
の
「
ヒ
ラ
マ
サ
」

が
そ
れ
ぞ
れ
最
高
値
…
。

　
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
父
に
連
れ

ら
れ
て
近
く
の
川
へ
出
か
け
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。
釣
り
は
い
い
ノ

い
つ
ま
で
も
元
気
で
続
け
た
い
で

す
ね
。
　
　
　
、

O
一
二
－
与
一
郊
一
O
一
三
』
圏
－
墨
賜
尋
一
峯
畠
－
1
響
昌
O
魯
－
量
響
昌
冒
皐
盒
一
二
8
姐
冒
口
弓

め
白
魚
の
泥
怨
霊
1
⑮

おまかせステーキ
　　　と
梅ジュースゼリー

早早園団地
　大石尚子さん（35）

　一一
一浄r昭5i趣■雌

、
自転車遊びを覚えたんだ
団地のまわりをスイスイ
走る…。気持ちいいよ。

の児（
次玉日

男製

響
量
琵

1滞　
，1

◎
なこ
かの
たべ
を1

紹ジ
介は
し’
てみ
くな
ださ
さん
いが
。つ

　く
　る
　べ
　匿

　ジ
　で
　す
　o
　あ
　な
　た
　の
　身
　近

か

　　材　　料　　　；

おまかせステーキ〈2人分〉

ステーキ用牛肉…小2枚1

じゃがいも………中3個．

ピーマン……………1個旨

　塩　　……………適宜

コショウ……………適宜

梅ジュースゼリー　　　1
青梅、ハチミツ、氷砂糖…

ゼラチン、フルーツ（缶…

詰／をそれぞれ適宜

歪

響
｝
⑮

　お料理は大好きです。でも、働いていますので、

ついスピーディなメニューを選びがち…。　「おま

かせステーキ」は手軽に作れてボリュームたっぷ

りのスタミナ料理です。

　「梅ジュースゼリー」は母のレパートリー。ま

ろやかな舌ざわりが主人や子どもたちに受けてい

ます。夏バテ解消にいいかもネ。

　〈作り方〉

■おまかせステーキ

①じゃがいもは線切りにして約15分水にさらしア

クをとる。

②水切りしてフライパンでいためる。

③②に線切りしたピーマンを加え、塩コショウ、

オイスターソースで味つけする。

④お肉は、軽く塩コショウして焼く。

⑤皿に盛り、好みのソースで召し上ってください。

■梅ジュースゼリー

①青梅は水洗いして水けを切り、ハチミツと氷砂

糖（等量を混ぜ合わせたもの）の中へ約1か月つ

け込む

②①でできたジュースを水で2、3倍にうすめて

ゼラチンを入れ混ぜる。

③適量を器に取り、フルーツを加えて冷蔵庫の中

へ。約1時間ででき上がり。
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あ
ん
ば
く
く
ん

畑
ン

　　

y響勧
．
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轟
一

　
　
　
　
　
　
と
⑮

日
向
っ
子

　　

@
劣
葎
ち
応

んに鍛えられ
スポーツ万能。
も軽い軽い…。

（
財
光
寺
・
山
下
）

坂
本
耕
一
・
安
乃
さ
ん
の

次
女
え
り
ち
ゃ
ん
（
3
鰻
8
カ
月
）

構零懇
蔭
β

多ヅ擁・騨二爆ラ
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β
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画
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｛
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▲「先生あのね…」
　塩見小1年1組
　　幸崎誓輝くん

「リ　ス」　レ
　平岩小1年2組
　　安田るつこちゃん

★
「
自
慢
の
魚
拓
」
「
わ
が
家
の
あ
っ
た
か
メ
ニ
ュ
ー
」
「
が
ん
ば
っ
ぢ
ょ
る
ヨ
　
」

　
は
＼
前
も
つ
で
ご
連
絡
を
…
「
日
向
っ
子
」
は
＼
4
歳
夫
満
の
チ
ビ
ッ
子
に

　
限
り
ま
す
。
か
わ
い
い
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
を
バ
ッ
チ
リ
パ
チ
リ
ー

クぐz●㊧一δ一暉一

一

●

⑳

な
ぎ
な
た
同
好
会

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
し
に
載
っ
た
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

連
絡
先
市
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
魯
⑫
一
2
1
り
噌
内
線
2
2
2
）

　，発足はいつですか

　60年10月です。ことしの7月1日から「日向

市なぎなた連盟」として新たにスタートします。

　，サークルのようす

　発足当時、18人だった会員は、現在25人。約

半数は過去、経験したことのあるつわものです。

　練習は、毎週土曜日の9時30分から市の武道

館で。「しかけ」と「応じ」の基本技や、音楽に

合わせて素振りする「リズムなぎなた」などを

およそ2時間、みっちり練習します。ほんとに

気持ちいいんですよ。体力の向上はもちろん、

ストレス解消にバッチシ…。

　なぎなたは、日本古来の武道。江戸時代には

婦人の護身用として用いられていましたが、現

代は格技スポーツとして老若男女を問わず広く

普及しています。

　，PRをどうぞ

　みなさんも、三等を身にまとい、2ごτのなぎ

なたを自在にあやつってみませんか？　入会申

し込みは上原さん（容52－3038）へ、

一7一広報1♪ゆδこげ

6
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「
鯉

　
　
●量

諺／∵

　／
　／臼太鼓踊り

…
魔
レ
／

ヒ財についての閥い合わせば南社会教育課（雪内線423）へ

　
塩
見
地
区
に
は
「
臼
太
鼓
踊
り
」

の
行
事
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
．
、

　
同
地
区
の
臼
太
鼓
踊
り
は
、
毎
年

十
一
月
十
六
日
の
村
祭
り
の
と
き

に
、
地
区
内
の
大
将
軍
神
社
や
若
宮

神
社
、
そ
れ
に
栗
尾
神
社
の
三
か
所

で
神
前
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
　
ロ
　
ノ
も
エ
　
コ

以
前
は
、
旧
歴
十
月
九
日
に
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
て
付
近
の
田
ん
ぼ
で
踊

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
踊
ワ
の
由
来
は
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
加
藤
清
正
が
朝
鮮
へ
出
兵
し

た
際
、
軍
兵
の
志
気
を
高
め
る
た
め

に
踊
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
　
　
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
清
正
と
臼
太
鼓

踊
り
を
結
び
つ
け
る
話
は
県
内
各
地

に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
臼
太

鼓
踊
り
は
、
稲
作
に
伴
う
重
要
な
年

中
行
事
の
一
つ
で
し
た
。

　
臼
太
鼓
踊
り
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
臼
の
形
に
似
た
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
て
う
た
い
、
踊
る
も
の
で
す
が
、

中
で
も
太
鼓
を
た
た
い
て
音
を
出
す

こ
と
が
た
い
へ
ん
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　
と
き
ど
き
、
東
南
ア
ジ
ア
や
南
洋

諸
島
の
人
た
ち
が
、
太
鼓
を
た
た
い

て
踊
る
よ
う
す
を
テ
レ
ビ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
娯
楽
で
は
な

く
大
き
な
音
を
出
す
こ
と
で
集
落
内

に
住
む
悪
魔
を
追
い
出
す
と
い
う
宗

教
的
な
意
味
も
あ
る
の
で
す
。

　
日
本
の
稲
作
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
や

南
洋
諸
島
か
ら
伝
来
し
て
き
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
同
時
に
干
ば
つ
や
虫

の
害
な
ど
か
ら
た
い
せ
つ
な
稲
を
守

る
た
め
に
悪
魔
を
追
い
払
う
踊
り
の

風
習
も
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
臼
太
鼓
踊
り
に
は

私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
米
作
り
の
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
塩
見
地
区
で
は
、
昨
年
か

ら
小
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の

踊
り
の
保
存
と
継
承
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
心
か

ら
応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

市
の
青
少
年
地
域
活
動
事
業
で
数
年

ぶ
り
に
復
活
、
昨
年
1
1
月
に
披
露
さ

れ
た
臼
太
鼓
踊
り
（
塩
見
・
栗
尾
神
社
）

　
　
　
’
醤
　
灘
灘

　　

･
輝
、

　
　
　
　
謹
7
飢

㌧
ノ
〆

一
簸嚇蜘爾
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悉
▽
晶

▲これは便利…　5月22日、聴覚障害者が音声の代わりに文章で“会話“でき

　る「ミニファクス」のスタート式が而の福祉事務所で行われました。

　　ミニファクスは、文字や絵を電話召本で送受信できる機械で、同事務所、

市聴覚障害者協会の佐藤二男会長宅、それに市身体障害者センターの3か所

　に設置されました。

．
㌔

▲演劇に大喜び　県の青少年芸術劇場が11日、

　財光寺小学校で行われました。

　　この日の出しものは、劇団「風の子」によ

　る「これはこれは物語」。　・

　　よい子たちは、めったに見られない劇に大
喜び。熱心に鑑賞していました。

勘メ環罫メ
　　　　　　　　ぎ

4

’
姦

灘
下
酒、

夢

3

　　　撫覧

璽1
れ　　　も　　　　れ

塾

　
　
翌

｛
　　型　
　
謝

遭
▲エイッ・ヤー　りEヨの日曜日、県養秀会の空手道大会が而

　の体育センターで開かれました。

　　大会には、県内の豆挙工たちも大勢参加。「エイッ・ヤ

　一」元気なかけ声が場内に響きました。

1転置』麟■
▲市民のお父さん、ご苦労さま！　「6万市民のお父さん、笛日

　ご苦労さまです」　　14日、市期域婦人連絡協議会（黒木靖子

　会長）の代表4人が而長室を訪れ、宮本市長と山野教育長に花
　更を贈りました。

▲手話で楽しい料理教室　南聴覚障害者協会は「5臼、手話を

　交じえた楽しい料理教室を開きました。

　　会場となった市の中央公民館には約30人が参r「龍手話

　サークル婦人部の指導で、4種類のメニューに日岡L．ま4
　た。

［
暖
麟
裂
が
か
わ
り
ま
し
た

　
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、

住
民
票
の
写
し
の
記
載
内
容
と
請
求

手
続
き
の
　
部
が
か
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
多
様
化
す
る
今
日
の
情

報
化
社
会
の
中
で
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
強

化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
す
で
に

六
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
改
正
の
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

　
住
民
票
の
写
し
の
記
載
事
項

　
住
民
票
の
写
し
は
、
世
帯
主
、
続

柄
、
本
籍
、
筆
頭
者
の
記
載
を
省
略

し
て
交
付
し
ま
す
．
．

　
た
だ
し
、
官
公
署
な
ど
に
提
出
す

る
と
き
は
、
続
柄
や
本
籍
な
ど
の
記

載
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
請
求
す
る
際
に
は
あ
ら
か
じ
め

提
出
先
へ
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て

必
要
な
記
載
事
項
を
窓
口
職
員
に
申

一
げ
出
イ
、
／
＼
だ
ざ
、
い
．
、

　
請
求
手
続
き

　
請
求
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
窓

口
に
備
え
つ
け
て
あ
る
申
請
書
で
行

い
ま
す
が
、
取
り
に
き
た
か
た
の
印

鑑
が
必
要
で
す
、

　
ま
た
、
依
頼
を
受
け
た
代
理
人
が

請
求
す
る
場
合
、
そ
の
使
用
目
的
を

詳
し
く
お
た
ず
ね
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
代
理
人
に
依
頼
す

る
場
合
は
使
用
目
的
を
教
え
て
お
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
、

　
た
だ
し
、
①
請
．
求
者
が
本
人
や
本

人
と
同
じ
世
帯
の
か
た
の
写
し
な
ど

を
請
求
す
る
場
合
、
⑤
）
司
法
書
士
、

行
政
書
士
な
ど
法
で
定
め
ら
れ
た
資

雨
の
日
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
の
日
は
、

一
匁
馬
一
。
翫
ゲ
濠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
て
　
走
　
走
て
是
　
三

ド
ラ
イ
バ
　
、
走
行
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♪篇。　　　市営プール〈大王谷運動公園＞

　　　　7月19日から開放
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◎
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　　へ糠，ど

’
ρ
）
ソ
・

履
ご

蕩蹴
　）

D
｛

磁1
　㍉〆易
　へ繋r

＆
〃
一
亀
。
一
毎
回
●『馳駒』脚イド

格
を
持
ン
．
て
い
る
か
た
が
、
職
務
上

の
請
求
を
す
る
場
合
．
　
．
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
、
　
（
②
の
場
合
は
、
定

め
ら
れ
た
統
一
用
紙
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
）
一
、

　
そ
の
ほ
か
、
債
権
保
全
な
ど
の
目

的
で
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
契
約
書

の
写
し
が
必
要
で
す
。

人
権
を
尊
重
し
て

　
正
し
く
使
い
ま
し
よ
う

　
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
は
、

正
し
い
目
的
の
た
め
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
当
な
目
的
に
使

う
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
そ
の

請
求
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
．
、
も
し
、

不
当
な
目
的
で
使
用
し
た
場
合
に

は
、
五
万
円
以
下
の
罰
則
規
定
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
．
，
　
　
，

者
と
も
に
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
界
が
ワ
イ
パ
ー

で
ふ
か
れ
る
範
囲
に
限
ら
れ
た
り
、

ガ
ラ
ス
が
曇
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、

前
方
の
確
認
は
晴
れ
の
日
に
比
べ
て

難
し
く
な
り
ま
す
．
、
ま
た
、
路
面
が

滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
ス
リ
ッ
プ

し
て
思
う
よ
う
に
止
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
歩
行
者
は
、
雨
の
と
き
は
傘
な
ど

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
動
き
が
鈍

く
な
’
．
た
り
、
足
元
に
気
を
と
ら
れ
、

車
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
．
．

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
雨
の

日
に
歩
行
者
の
そ
ば
を
通
る
と
き

　
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
使

用
す
る
場
合
に
は
、
個
人
の
基
本
的

人
権
を
尊
重
す
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
法
改
正
に
伴
い
、
住
民

票
の
写
し
の
記
載
事
項
や
請
求
手
続

き
の
一
部
が
か
わ
っ
た
こ
と
で
、
代

理
人
と
の
関
係
、
使
用
目
的
な
ど
に

つ
い
て
く
わ
し
く
お
た
ず
ね
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
主
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
．
．　
く
わ
し
く
は
市
・
市
民
課
（
豊
内

線
五
三
二
、
五
一
二
三
）
ま
た
は
各
支

所
（
美
々
津
一
豊
五
八
一
一
一
〇

一
・
細
島
一
五
二
一
二
六
〇
一
・
岩

脇
1
－
容
五
七
　
一
〇
〇
一
）
へ
。

は
、
必
ず
ス
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五
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以
下
の
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か
た
で
、
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責
保
険
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し
て
い
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い
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
期
限
切
れ
な
ど
億
あ
り
ま

せ
ん
か
？
　
加
入
し
て
い
な
い
車
は

運
転
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
点
検
し
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く
だ
さ
い
。
加
入
手
続
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へ
．
．

　冒険とは…・生きて帰ること！

植村直己物語，lg86年作品、

■と　き　7月27日（日）
　　　　　　　工9：0〔1～　　212：00一一

　　　　　　　315：⊂10～　　　 王18：00～

■ところ　市中央公民館
■入場料　大人800円（当日・1．000F

　　　　　子供500円1当日・600円ノ
■主　催　日向映画祭実行委員会、市教旱

　※くわしくは、市中央公民館倉i勺線82∩
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書
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し
ま
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。
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⑩
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史
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⑳
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史
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＋
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・
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冒
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⑳
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▽
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　　．7月11，1坦1同初教育研究会に参加を

　　’　　　　　　　　当夜祭で解放劇「旅立ち」上演

厚日月火水本金土
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　　　はかりの検査
　　　　　　　　7月24、25日

　県計量検定所は、ことしもはかり（計

量器）の定期検査を7月に行います。

　対象となるはかりは（D病院、薬局な

どの調剤用　②病

院、学校、幼稚園、　　　・．『

顯なる纒（⊃飾
（物品受け入れ用

のみ）　④一般商

店、スーパー、食

品製造業、農協、

漁協、農家で使うはかり　　などです。

　検渣の日程はつぎのとおり。くわし

くは市商工水産課（麿内線352）へ。

7月24日■市庁舎玄関南側で乍前11時

　　　　から午後4時まで
　　25日■同じ場所で午前9時から午

　　　　後2時まで

　全国同和教育研究協議会と県同和教

育研究協議会は、7月11、12日の2日

間、市の中央公民館で馳全同教「社会

教育」小研究会”を開きます。

　「部落差別」をなくすためのさまざ

まな取り組みが、現在、各地で行われ

ています。

　研究会は、その活動報告をもとに、

「社会教育の面から同和教育をどう進

めるか」一についてみんなで考えよ

うと聞かれるものです。みなさんの多

数の参加をお待ちしています。

11日■全体会（元奈良県御所市教育長・

　　　東浦久治さんの記念講演）が午

　　　前10時から。分散会（①差別事

　　　件と市民啓発　②生活課題と啓

　　　発活動　③部落解放をめざす教

　　　育力の創造）が午後1時から，

12日■分散会・午前9時30分から。

　参加ご希望のかたは、7月10日まで

に市社会教育課（麿内線422）へ申し込

んでください（参加費1，000円が必要で

す）。くわしくは同課へ。

結婚差別をテーマに

　また、市職員部落解放研究会は、社

会教育小研究会の当夜祭と銘打って、

創作劇「旅立ち」を上演します。

　「旅立ち」は、結婚差別事件を扱っ

た解放劇で、被差別部落出身の青年が

恋人と結婚できないことで絶望する

が、立ち寄った酒場の主人との出会い

で目覚め、立ち直るまでを描いた1幕

4場（約1時間）のオリジナル。

　会員たちも成功に向けて張り切って

います。開演は、7月11日の午後5時

から市の中央公民館で。

　市民のみなさん、ぜひごらんくださ

い。

呼びかけています。

　図書館の本は、私たちみんなの貴重

な財産です。児童、生徒のみなさん、

マナーを守って楽しい読書をしょうね。

■借りた本は必ず返却日に返してくだ

さい。

■本に落書きしたり、1部を切り抜い

たりしないでください．

■友だちに又貸ししてはいけません。

■雨の日に本を持ち運ぶ際は、ぬれな

いよう注意してください。

■返本するときは、直接本棚に入れず

事務を通してください。

■両親の転勤などで市外へ転出すると

きは、返本を忘れずに。

■紛失届けを出したあとに本が出てき

たときは直ぐ返本

してください．　　　　　　（
■いつ、どんな本　　　　＝　三（

を読んだか、簡単

な読書記録簿を作

っておくとたいへ

ん便利です。

市政ニュース・行事は市政テレフォンサービス⑪52－2000へ

　　　　　　　　　　　の代表電話番号は52－2111番です

すが、潮が満ちると長い島になって孤

立してしまいます。離岸堤の上には絶

対登らないようお互いが注意しあいま

しょう。　　　　　　、

　とくに、子どもたちが登っているの

を見かけたときは、すぐおりるよう注

意してあげてください。

揚をはかるために設けられているもの

です。

対　象■市内の子ども会（親子会を含

　　　む）
期　間■補助対象期間は夏休み期間中

　　　の7月21日から8月31日まで。

　　　交付申請期間は7月21日から

　　　　9月30日まで

補助額■酒類販売業者または廃品回収

　　　業者に売却した金額の20％に

　　　相当する金額
種類■空びん、古紙、古繊維
申し込み・問い合わせ■市市民相談室
（内線582）

　　願書受付中です
　　　　　　一調理師試験
　県は、61年度の調理師試験を8月1

日に行います。試験科目は、衛生法規、

公衆衛生学、食品衛生学、食品学、栄

養学、調理理論の6科目。

　願書の提出要領はつぎのとおり。

提出書類■願書2通（日向保健所にあ

　　　　　ります）　②履歴書1通

　　　　③卒業または修了証明書も

　　　　　しくは証書の写し1通　④

　　　　調理業務従事証明書2通
　　　　⑤写真、40円切手、受験票、

　　　　写真票各1枚　⑥受験手数
　　　　料3，900円（県収入証紙）

締め切り■7月5日まで

願書の提出先・問い合わせ■日向保健
所（春原町1丁目47・豊52－5101）

　　ご存じですか
　　　「建設業退職金共済制度」

　この制度は、大工、左官、とび、土

木など建設業の現場で働くかたのため

に国が定めた退職金制度です。

　ふつう、退職金とは、従業員がやめ

るときに会社や事業所などから支払わ

れるものですが、建設業の現場作業員

のように工事ごとに事業主がかわると

ころでは、なかなか退職金制度を定め

ることができません。

　そこで、建設業の事業主が協力して

掛け金を出し合い、建設業の中で働く

共通の作業員のために退職金を支払お

うと定められたのが「建設業退職金共

済制度」です。

　現在、全国で12万の事業主、162万人

置労働者がこの制度に加入してます．

　加入申し込み、問い合わせば同共済

組合宮崎支部（〒880・宮崎市橘通り東

2丁目9の19・麿0985－20－8867）へ。

離岸堤に登らないで

　県は、美々津海岸の沖合いに設置し

ている離岸堤（テトラポット）に近づか

ないよう呼びかけています．

　この離岸堤は、大きな波を小さくす

るための「消波堤」として設けられてい

るものですが、テトラポットの上は足

場も悪く、波をかぶったりしてたいへ

ん危険です。

　また、海岸との間には砂が堆積して

いるため、干潮時には陸続きになりま

　　マナーを守ってネ
　　　　　　一市立図書館
市立図書館は、同図書館から本を借

りる場合、つぎのことに注意するよう

　20％の補助金を交付します

　　　　　　夏休みの廃品回収

　市は、ことしも夏休み期間中に空び

んなどの廃品を回収した子ども会に補

助金を交付します．

　この制度は、市民の廃品の再利用を

促し、省資源、省エネ’レギー意識の高

レールに石を置かないで1

　最近、線路に石や物を置いたり、列

車に石を投げるなど子どものいたずら

が目立って増えています。

　このような妨害は、電車の安全運行

を脅かすばかりでなく、子どもたち自

身にとってもたいへん危険です。

　みなさんのご家庭でもつぎのことを

守り、線路に近づかないようお子さん

に指導してください。

　レ線路で遊ばない

　レレールに石や物を置かない

　レ線路を歩かない

　レ電車に石や物を投げない

撫藝
廃品利用の作品

　市は、ことしも市内の小・中学校の

児童・生徒のみなさんを対象に、廃物

利用の作品を募集します。

　夏休み期間中に、家庭の片隅にポイ

ッと捨てられている廃物（不用品）を

利用して、なにか作品を作ってみませ

んか。

規定■①内容一廃物（不用品）を

ま
た
、
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利用したもの　②大きさ一

　1ごτ以内　③出品数一1人

　2点まで　④作品には必ず

つぎの表をつけてください。

締め切り■9月13日

表　　彰■①小学生、②中学1年生、

　　　　③中学2年目、④中学3年

　　　　生の4部門で審査し、入賞

　　　　者には記念品を贈呈します。

提出先・問い合わせ■市市民相談室（容

内線582）。必ず学校を通じて提出して

ください。

牛乳使用のアイデア料理

　県栄養士会日向支部は、10月に開か

れる市消費生活展で、牛乳を使った料

理コンクールを行いますが、現在、そ

のアイデア料理を募集中です。

料　　理■牛乳を使った一品料理

応募方法■指定様式の諸事項を記入し

　　　　て、市内上町15の14中原ビ

　　　　　ル内宮崎県栄養士会日向支

　　　　部へ郵送するか、または直

　　　　接持参してください．

締め切り■8月15日

入選発表■市消費生活展会場で行いま

　　　　　す。

　指定様式などくわしくは同支部（8
52－3881）へ。

1がの性　なりお十　　き勿り　にれのお分あくか常　なを水が織工　　ど源　てはて
プ進もの汚いまむグ乳Oのバまサくてもむ子りいもに高つ加分・’布チこOののしいこで洗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押よ分てえを最をレれ癒問保かまこき濯喚麓鐘ε撮粥籠づあ鰻お齪澱手1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しく子いた吸近組ンま類題護しす数るす
　　　’　　よらこ程排とツいまはがシ比’体。とて水吸ま製収はみフでと点”。年便る

’下中ベパをこいもを評す品す　’合イの特もあ一
　　　　　　　　　　　　　　。がるこわル寒菊抱る方．
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●中央公民館の悩みごと電話相談⑪54－8181（毎週水・土擢日の午後2時から5時まで）

人臣と世帯161．6．

数
目
帯
　
男
女

世
人

1現在．

18，791世帯　　　70増

58，948人　　　126人増

27，806人　　　54人増

31，142人　　　72人増

　　6・7月の納税

6月　国民健康保険税　1期

　　市　県　民　税　1期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報Uゆ6が一12一

7月固定資産税2期
完納で住みよいまちづくり

　このコーナーは、市
　の消費生活モニター11

　人が5月1日から15日

　までの間に市内11校区

　の大型店や小売店など

　で調べたものを掲載し

　たものです。

　　アイデア・感想文
　　　　　　　クリーン排水作戦

　県は、「私の家（まち・事業所）のクリ

ーンはいすい作戦」と銘打って、美し

い水の流れをよみがえらせるような家

庭でできる河川・海の浄化対策、実践

活動、感想文、アイデアなどを募集し

ています．
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小売価格の状況（平均価格）

商　　品　　名 小売価格

平均価格
品　目 規　　格

前昼平均 壁画平均

砂　糖 上白雪隠入り）1kg
　円239 　円

Q37

豆　腐 （パック入り）1丁 75・ 72

食パン 普通パン　7枚切り ．154
152

牛　肉 モモ肉　　　1009 265 Z95

豚　　肉 モモ肉　　　1009 161 152

鶏　卵 Lサイズ1嘱入り 218 205

ア　　ジ 15cm程度　　1009 93 87

キュウリ 中　　　　　1本 26 26

タマネギ 100琶 14 18

キャベツ
1009 32 27

トマト
1009 28 30

灯　　油 配達料込み　1叙 1，377 L290

ガソリン 1～ 144 133

内　　容■①家庭からの排水（台所・

　　　　　洗濯・洗面所・ふろなど）

　　　　　のクリーン対策に関するも

　　　　　の　②剛【1、海などの水辺

　　　　　の環境保全に関すること

　　　　　③そのほか河川、海の浄化

　　　　　に関するもの

応募資格■県内在住者ならどなたでも

　　　　　かまいません．

原稿枚数■400字詰め原稿用紙2枚か

　　　　　ら5枚程度

締め切り■6月30日

応募方法■住所、氏名、年齢、職業（団体

　　　　　名）、電話番号を明記して、

　　　　　㊦880宮崎市橘通東2丁目

　　　　　10の1県環境保全課（容09

　　　　　85－24－l111）あて郵送し

　　　　　てください。

問い合わせ■市環境衛生課（容内線71

　　　　　3）または県環境保全課へ，

催 し

　ウイーン少年少女吹奏楽団

　ウィーン少年少女吹奏楽団が7月25

日、延岡総合文化センターにやってき

ます、（午後6時30分開演）

　演奏曲は「美しく青きドナウ」など

14曲で、指揮はフランツ・シュタイナ

ー。伝統的な行進曲や活気のある演奏

に耳を傾けてみませんか？

　入場料などくわしくは市社会教育課

（費内線423）へ。

乳幼児の健康診査

　1歳丁
田　時■7月10日　13二〇〇～14：00

対　象■昭和60年6月生まれ

　1歳6か月抗
日　時■7月17日　13：00～14：00

対　象■昭和59年12月生まれ

　3歳児
日　時■7月4日　13：00～14：00

対　象■昭和58年6月生まれ

　※場所はいずれも市民健康管理セン

ター（8内線716）です。母子健康手帳

も忘れずに！

　　　7月の休日在宅医

6日■二元医院（外・整外・胃腸科）

　　　’52－5488　日向内科（内・小

　　　児・胃腸科）♂52－0880　篠原

　　　医院（産婦・肛門科）♂）63－10

　　　59

13日■三ケ尻医院（整形外科）’52－

　　　5557　松岡医院（内科）’52－

　　　5407　沼田医院（皮・泌尿器科）

　　　♂D52－3785

20日■二一ヒ医院「内・外・胃腸科）’

　　　52－2936　山「］医院（耳鼻・咽

　　　喉科）’52－2203鮫島病院／精

　　　神・内科）854－6801

27日■黒木医院（内科）’52－6055

　　　稲原眼科’52－2209　山元医院

　　　（小児科）’53－6066　寺尾医

　　　院（産婦・外科）’63－1447

　※当番医がかわる場合があります。

テレフォンサービス（容53－1214）で

確認してください。
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■愛のご寄付（敬称略）

　社会福祉協議会へ

　〉服部ミサオ（往還）　〉近藤悦子

（八幡区）　〉田中チエト（美砂）

〉吉田稔（財光寺）［〉大山エミ子（春

原）　・〉鈴木愛吉（本谷）　〉大野ス

ミエ（曽根町）　〉黒木京子（切島山）

　〉小井力〔切島2＞　＞治田忠親〔本

町）　〉小川ナツ（山下）　〉堤和則

（高砂町）　〉河埜幸之助（落懸）

〉山本ミヤ子（西川内）　〉黒木竹男

（切島1）　〉黒木千歳（庄手）

洋子　（上ヒ良）

　交通遺児等育英協議会へ

　［〉日向地区同盟（新生町）

ボランティアフォーク（川路）

蔵土木協力会（新潮市）

〉松井

〉日向

　〉高

愛！それば’献血

《臨幸助け》

7月1日～31日
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句読点　　く㊥
　2日の某新聞を通じて、財光寺

にお住まいのかたから「購入した

新刊図書を広報紙で紹介しては？」

とのこ提言をいただきました。あ

りがとうございます，さっそく今

月号（9ページ）から逐次掲載しま

す。昨年、市の図書館から本を借り

たかたは2．682人．もっと多くのか

たが利用して欲しいですね。〈K＞
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